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2∞412月号応報おおず

市民運動会

平
成
同
年
度
市
民
運
動
会
が
印
月

口
日
(
日
)
、
八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
(
平
野
)
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
度
重
な
る
台
風
被
害

後
の
大
会
で
あ
り
ま
し
た
が
、
各
地

区
共
に
力
を
合
わ
せ
て
練
習
に
励

み
、
優
勝
は
菅
団
地
区
で
し
た
。
対

抗
種
目
ロ

の
う
ち
7
つ
が
l
位
と
な

り
、
準
優
勝
を
し
た
八
多
喜
地
区
と

は
叩
点
の
得
点
差
を
つ
け
、

1
5
6

点
と
い
う
高
得
点
を
獲
得
し
ま
し

た
。
前
年
7
位
か
ら

6
位
に
な
っ
た

平
野
地
区
に
は
努
力
賞
が
、
す
ば
ら

し
い
応
援
で
運
動
会
を
盛
り
上
げ
た

肱
南
・
八
多
喜
・
南
久
米
の

3
地
区

に
は
特
別
賞
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た、

5
位
と
な
っ
た
平
地
区
は
市
制

施
行
印
周
年
記
念
特
別
賞
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

...若さいっぱい若宮青年団

とどけ~

玉入れ
ポァ卜

綱引き
ポール

あ和いあ気い
シーソー メジシン りム」

信ゲー号ム
ゴルフ 男子 女子

合計 前成年度語l比E 情報較) H 16 レス 送り でポン ポル ろがし 競争 リレー リレ ー
年度

闘世得点 順位得点 順位帯点 車並帯点 間位帯点 順佐得点 踊位得点 闘世揮点 聞位得点 間性得点 間性書点 附書点 腕需点 間位 眠位

肱南 ⑬ 1 ⑤ 10 ③ 12 ⑬ 2 ⑤ 9 ④ 11 ⑤ 10 ⑬ 5 ⑨ 6 ⑨ 6 ⑤ 10 ⑥ 9 ⑦ 91 ⑧ +1 

肱北 ⑥ 9 ⑪ 4 ニ敗白退磁 9 ⑤ 9 ⑪ 4 ⑪ 5 ⑬ 2 ⑨ 6 ⑦ 8 ⑬ 1 ⑪ 4 ⑦ 8 ⑫ 69 ⑪ 企 1

喜多 ④ 11 ⑬ 5 散闘週拡 6 ⑫ 3 ⑤ 10 ⑪ 1 ⑨ 6 ⑬ 1 ⑩ 5 ⑬ 2 ⑦ 8 ② 13 ⑪ 71 ⑫ +1 

久米 ③ 7 ⑬ 2 敵伺抱退 6 ⑬ 1 ⑬ 5 ⑦ 8 ⑥ 9 ⑤ 9 ③ 7 ⑥ 9 ① 14 ⑬ 5 ⑨ 82 ⑤ 企 3

平 ⑤ 10 ⑨ 6 敵回破退 6 ③ 12 ③ 12 ⑫ 3 ① 14 ① 14 ⑬ 2 ⑤ 10 ③ 12 ③ 7 ⑤ 108 ① "'4 

平野 ⑦ 8 ④ 11 敗一回路退 9 ⑨ 6 ③ 7 ⑨ 6 ③ 7 ⑫ 3 ⑥ 9 ④ 11 ⑤ 9 ⑨ 6 ⑥ 92 ⑦ +1 

南久米 ⑬ 2 ⑫ 3 敗回経退 6 ⑤ 10 ⑪ 1 ⑬ 2 ⑪ 1 ⑬ 2 ⑪ 4 ⑪ 4 ⑫ 3 ⑫ 3 ⑬ 41 ⑬ "'1 

菅田 ③ 12 ① 14 ① 14 ① 14 ① 14 ① 14 ③ 12 ③ 11 ③ 12 ① 14 ④ 11 ① 14 ① 156 ② 十 1

大川 ⑩ 5 ③ 7 数回週磁 6 ③ 11 ② 13 ⑪ 4 ⑫ 3 ③ 7 ⑬ 1 ② 13 ⑬ 2 ⑬ 1 ⑩ 73 ⑬ +0  

柳沢 ② 13 ③ 12 ② 13 ⑩ 5 ④ 11 ⑤ 9 ⑦ B ⑤ 10 ⑤ 10 ⑫ 3 ⑬ 5 ④ 11 ④ 110 ④ +0  

新谷 ① 14 ② 13 敗一回温線 9 ⑦ B ⑫ 3 ③ 12 ② 13 ⑦ B ④ 11 ③ 7 ③ 7 ③ 12 ③ 117 ③ +0  

ニ善 ⑫ 3 ⑤ 9 一敗回退戦 9 ③ 7 ⑬ 2 ③ 7 ⑬ 5 ② 13 ② 13 ⑦ 8 ⑨ 6 ⑪ 4 ③ 86 ③ +1 

八多喜 ⑨ 6 ⑦ B ④ 11 ② 13 ③ 6 ⑤ 10 ④ 11 ③ 12 ① 14 ③ 12 ② 13 ⑤ 10 ② 126 ⑤ + 3 

上須戒 ① 4 ⑪ 1 敗回取退 6 ⑪ 4 ⑦ 8 ② 13 ⑪ 4 ⑪ 4 ⑫ 3 ⑬ 5 ⑬ 1 ⑬ 2 ⑬ 55 ⑬ +1 

2 

同点の場合、 l位の多いものを上位とする。なお、決着がつかない場合は上位順位の多いものを上位とする.

努力賞 平野 特別賞 肱南・八多喜・南久米 市制施行 50周年記念特別賞 平

企ソーレ、
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2004 12月号

年末年始の業務

厄彊ああず

合年也残り少なくなりましだ

ミ、岡i制捜EB早めに
年末年始は、市役所の窓口や各種施設で混雑が予想されます。

取り扱いの内容や日時をよく確かめておきましょう。

内
川

阿
川
川

内
川

阿
川
川

市復所

窓口業務

市

民

課

窓

口

業

務

年
末
年
始
の
閉
庁
期
間
中
、
戸
籍

(
出
生
・
死
亡
な
ど
)
の
届
出
は
、
市
役

所
本
庁
の
宿
日
直
者
が
書
類
を
受
け
付

け
、
市
民
課
で
後
日
審
査
し
ま
す
。

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
は
、
却

日
・
叩
日
の
み
行
い
ま
す
。

そ
の
他
の
市
民
課
窓
口
業
務
の
お

取
り
扱
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

会
計
事
務
(
支
払
い
・
収
納
)

閉
庁
期
間
中
は
お
取
り
扱
い
で
き

ま
せ
ん
。

宿
日
直
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
ご
利
用
の
内
容
に
よ
り

宿
日
直
者
で
は
対
応
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

コミ収集

一燃
や
す
ゴ
ミ
/
燃
や
さ
な
い

ゴ
ミ
/
有
害
ゴ
ミ
/
資
源
ゴ

ミ
(
缶
・
ビ
ン
・
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
)

年
末
年
始
の
ゴ
ミ
収
集
は
、
「
年

末
年
始
の
業
務
カ
レ
ン
ダ
ー
」
(
左

の
ぺ

l
ジ
)
の
と
お
り
で
す
。
皆
さ

ん
が
お
持
ち
の
「
ゴ
ミ
出
し
カ
レ
ン

ダ
ー
」
と
併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

資
源
ゴ
ミ
(
古
紙
類
)

通
常
の
古
紙
収
集
予
定
日
が
、

1

月
1
日
か
ら
3
日
に
あ
て
は
ま
る
地

区
は
、
ロ
月
中
に

2
回
収
集
し
ま
す
。

「
ゴ
ミ
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

4 

市の施設

市

立

大

洲

病

院

薬
な
ど
が
年
末
年
始
に
な
く
な
り

そ
う
な
と
き
は
、
年
内
診
療
期
間
中

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

市
立
図
書
館
・
市
立
博
物
館

返
し
忘
れ
な
ど
で
返
却
期
日
を
過

ぎ
た
本
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
年
内

に
図
書
館
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。



応報おおず 2∞412月号

年末年始の業務

20例年 抱月

l月 ~J ?~ ~ 宣言 1::f1 g 哩i~ Z~ ~号車~
1 2 3 4 5 2 

6 7 8 9 10 11 12 3 4 5 6 7 8 9 

13 14 15 16 17 18 19 10 11 12 13 14 15 16 

却 21 22 23 24 笥 お 17 18 19 20 21 22 23 

27 28 29 30 31 九(おお訂 2829 却

| 年束年婚の業務カレンダー l 
業 手芸 担 当

印鑑登録証明書の交付

住民票・戸籍等の交付
24-2111 I市 民 課

転出・ 転入居

P 籍 届 出
(出生・死 亡など )

会計事務(支払い・収納) 24-2111 バZ今玄、 言十 課

立 図 書 館 24-4419 市立図書館

立 博 物 館 24-4107 市立博物館

沸| 城 24-1146 大 洲 城

龍 山 ヰ士 24-3759 臥 青E 山 ヰ土

おおず赤煉瓦館 24-1281 おおず赤煉五館

オートキャンプ場(富士山) 23-2384 オートキャンプ場

24-2151 市立大洲病院

23-0294 総合福祉センタ ー

保健センター 23ー0310 保健センタ

老人福祉センター 23-0312 老人福祉センタ ー

4Eミコh 体 育 館 24-6255 総合体育館

八幡浜・大洲地区運動
23-5524 

八幡浜-大洲地区
公園・体育館(平野) 運動公園(平野)

徳 森 公 園 25-1131 徳森公園管

25-4735 徳森児童センタ

大 別| 』宅 童 館 12山 85 大洲児童館

24-2722 喜多児童館

59-1581 

害
」 |保険環境課
t・ー

資源ごみ(缶・びん・発泡
スチ口 ル・ペットボトル)

古紙類の収集

」

み の 焼 却 I26-1615 I環境センター丸一

立 ご み 124-70531不燃物埋立地

し尿のくみ取り受付 /25-1010/汲取り受付センター

※し尿のくみ取りは、 12月 10日(金)までに申し込みがあれば年内に収集可能です。できるだけ早めに申し込みをお願いします。

仁二コ 通常業務 己二:J...・休み 仁二コ・・・業務内容に制限あり 仁二コ ・時間制限あり

5 



2∞412月号応報おおず

第56回人権週間

ロ
月

4
日
(
士
)
か
ら
日
日
(
金
)

ま
で
の

1
週
間
は
人
権
週
間
で
す
。

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
啓
発
活
動
重
点
目
標

の
ほ
か
、
次
の
事
項
を
強
調
事
項
と

し
て
各
種
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

-
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

-
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

-
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

ょ
う

.
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
現
し
よ
う

.
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

-
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

-
H
I
V
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

.
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う

-
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
は
止
め
よ
う

.
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う

・
ホ

l
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な

園入園

く
そ
う

.
性
同

一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
を
な
く
そ
う

な
お
、
人
権
問
題
で
困
っ
て
い
る

人
は
、
次
の
人
権
擁
護
委
員
か
法
務

局
(
包
@
4
1
5
5
)
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

大
洲
市
の
人
権
擁
護
委
員

和
子
(
稲
積
)

8
@
7
2
0
9
 

上
野
マ
リ
ヱ
(
大
洲
)

8
@
2
1
2
3
 

白

石

美

子

(

阿

蔵

)

8
@
4
2
7
8
 

辻

幸

蕎

(

菅

田

町

菅

田

)

8
@
5
0
8
1
 

藤
木
恵
利
子
(
柚
木
)

8
@
3
5
0
5
 

強
(
八
多
喜
町
)

8
@
0
1
3
6
 

弘
(
若
宮
)

8
@
6
3
7
0
 

文
彦
(
新
谷
町
)

8
@
3
1
6
7
 

井
上

松
岡

上
回

佐
川

6 

盆
圏
中
学
生
人
権
伸
文

コ
ン
テ
ス
ト
大
淵
旭
区
大
会

人
権
意
識
の
普
及
高
揚
を
図
る
た

め
、
松
山
地
方
法
務
局
お
よ
び
大
洲

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
に
よ
る
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
、
応

募
点
数
7
3
2
点
中
、
市
内
か
ら
は

次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

(
愛
媛
県
大
会
へ
推
薦
)

肱
東
中
学
校
3
年

松

井

晴

佳

「
た
ば
こ
の
マ
ナ
ー
の
あ
り
方
と
人
権
」

優
秀
賞

新
谷
中
学
校
3
年

森

永

恵

「
「
心
の
壁
」
克
服
の
た
め
に
」

聾
媛
県
小
学
生
入
植
が
ツ
セ
E
ジ

コ
ン
テ
ス
ト
夫
測
地
区
大
書

小
学
生
に
も
人
権
意
識
を
高
め
て

も
ら
う
た
め
、
今
年
か
ら
松
山
地
方

法
務
局
お
よ
び
大
洲
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
が
主
催
の
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ

コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
5
3
7
点
、
次
の
皆
さ
ん

が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞

(
愛
媛
県
大
会
へ
推
薦
)

平
小
学
校
5
年

和

気

郁

実

「
感
謝
と
思
い
や
り
の
心
」

大
成
小
学
校
5
年

羽

柴

「
大
切
な
仲
間
」

奨
励
賞

三
善
小
学
校
6
年

福

山

「
あ
い
さ
つ
」

菅
田
小
学
校
6
年

肱

川

「
一
つ
に
な
っ
た
心
」

奈
那

勇
太

創

人
権
問
題
に
閲
す
る

総
合
間
時
間
電
話
相
譲

相
談
内
容

差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐

待
、
い
じ
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
等
、
家
庭
お
よ
び
近
隣
関
係

等
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

相
談
(
無
料
・
秘
密
厳
守
)

日
時

ロ
月
刊
日
(
金
)

午
前
9
時
1
午
後
9
時

電
話
番
号

(
通
話
料
無
料
)

8
0
1
2
0
・
0
2
5
・
5
5
0

相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
(
弁

護
士
資
格
の
あ
る
者
も
含
む
)
、

法
務
局
職
員

主
催

松
山
地
方
法
務
局

愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会



2∞412月号応綴ああず

大測が絵本を

ソロブチミス卜大洲

毎
年
届
け
て
い
ま
す

社
会
奉
仕
に
取
り
組
ん
で
い
る
女
性
団

体
・
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲
(
松
元
芙

佐
子
会
長
)
が
、
叩
月
お
日
か
ら
ぬ
日
ま
で

大
洲
・
柳
沢
・
粟
津
・
三
善
・
大
成
・
上
須

戒
・
徳
森
の

7
保
育
所
を
訪
ね
、
子
ど
も
た

ち
に
図
書
を
贈
り
ま
し
た
。

お
日
(
月
)
午
前
日
時
、
役
員
の
城
戸
篤

子
さ
ん
と
近
藤
シ
ゲ
ル
さ
ん
が
、
徳
森
保
育

所
を
訪
れ
ま
し
た
。
-
歳
児
か
ら
5
歳
児
ま

で
の
子
ど
も
た
ち
1
1
1
人
の
前
で
、
絵
本

打
冊
を
次
々
と
手
渡
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち

は
、
「
本
は
好
き
で
す
か
」
と
い
う
問
い
か

け
に
、
「
好
き
で
す
」
と
、
み
ん
な
大
き
な

声
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
絵
本
は
、
早
速
、
先

生
に
読
ん
で
も
ら
い
、
新
し
い
お
話
に
み
ん

な
興
味
深
く
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
お
礼

に
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
元
気
よ
く
声
を
そ

ろ
え
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
ま
し
た
。

市
内
す
べ
て
の
保
育
所
に
贈
呈

平
成
9
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
図
書
贈
呈
活

動
は
、

た。
贈
呈
を
受
け
た
保
育
所
で
は
、
絵
本

を
読
み
聞
か
せ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
が

好
き
な
本
を
自
由
に
読
め
る
よ
う
に
し

た
り
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
希
望
す

る
家
庭
に
貸
し
出
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

今
年
で

8
回
目
に
な
り
ま
し

企新しい本に夢中です

「
人
権
週
間
巴
思
う
」

...みんなで読んでください

人
権
週
間
に
な
る
と
思
い
出
す
あ

る
講
話
を
一
部
要
約
し
て
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

『
昔
か
ら
「
上
見
て
暮
ら
す
な
、

下
見
て
暮
ら
せ
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

自
分
よ
り
も
上
ば
か
り
見
て
暮
ら
す

と
、
い
つ
も
劣
等
感
を
も
つ
こ
と
に

な
る
。
不
平
や
不
満
ば
か
り
が
多
く

な
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と
が
い
や
に

な
っ
て
し
ま
う
。
自
分
よ
り
も
下
の

者
を
見
て
暮
ら
し
て
い
る
と
、
常
に

優
越
感
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。
「
ま

だ
自
分
の
方
が
ま
し
だ
」
と
.考

え

て
、
満
足
し
た
り
感
謝
の
気
持
ち
を

も
っ
た
り
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
。
考
え
て
み
れ
ば
、
社
会
的
な
地

位
に
し
て
も
財
産
に
し
て
も
、
成
績

に
し
て
も
身
体
の
こ
と
に
し
て
も
、

さ
ら
に
は
衣
食
住
の
生
活
全
般
に
つ

い
て
も
、
「
ま
だ
自
分
の
方
が
ま
し

だ
」
と
い
う
優
越
感
を
頼
り
に
し
て

人
は
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。こ

の
よ
う
に
人
間
と
は
、
優
越
感

と
劣
等
感
と
の
は
ざ
ま
で
揺
れ
動
き

な
が
ら
、
結
局
は
優
越
感
に
支
え
ら

れ
て
生
き
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
優

越
感
は
、
当
然
相
手
を
見
く
だ
す
と

い
う
心
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
し
、

そ
れ
は
何
ら
か
の
意
味
で
差
別
に
か

か
わ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
人
間
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く

と
、
ど
う
も
「
人
間
と
は
、
差
別
す

る
動
物
で
あ
る
」
と
い
う
人
間
に
つ

い
て
の
定
義
が
成
り
立
つ
よ
う
に
思

わ
れ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
(
以

下
略
)
』

実
に
さ
わ
や
か
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
の
を
憶
え
て
い
ま
す
。
人
聞
に

つ
い
て
、
差
別
に
つ
い
て
こ
れ
ほ
ど

明
快
に
話
さ
れ
た
の
は
最
初
で
最
後

で
し
た
。
そ
し
て
、
先
生
は
『
大
切

な
こ
と
は
、
「
人
間
と
は
、
差
別
す

る
動
物
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
深
く
自
覚
し
、
常
に
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
自
戒
の
念
を
も
ち
続
け
る

こ
と
で
あ
る
。
人
間
が
人
間
を
差
別

す
る
こ
と
は
、
け
っ
し
て
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
は
な
ま

や
さ
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
と
か
く

差
別
を
し
が
ち
な
人
間
の
あ
り
方
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心
の
奥
深
く

に
根
を
下
ろ
し
て
い
る
差
別
意
識
を

深
く
自
覚
し
、
そ
れ
と
闘
い
、
克
服

し
て
い
く
努
力
を
続
け
て
い
く
こ
と

が
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
』
と
ま
と
め
ら
れ
納
得

し
た
も
の
で
し
た
。
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まなびピア愛媛 2004in大洲

in大淵

全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〈
ま
な
び
ピ
ア
)
が
旧
月
9
日
か
ら

日
日
の
5
日
間
、
愛
媛
県
内
各
地
で
、
生
涯
学
習
に
取
り
組
む
き
っ
か
け

づ
く
り
や
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
お
よ
び

記
念
講
演
会

叩
月
9
日
(
土
)
午
後
7
時
、
ま

な
び
ピ
ア
の
初
日
。
開
会
式
に
続
き
、

作
家
の
平
岩
弓
枝
先
生
に
よ
る

「私

の
取
材
ノ
l
ト
」
と
題
し
て
記
念
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
演
の
冒
頭
で
は
、
切
れ
味
の
よ

い
語
り
口
と
ユ
ー
モ
ア
で
場
内
を
沸

か
し
ま
し
た
。
本
題
で
は
、
北
欧
で

出
会
っ
た
日
本
人
女
性
の
生
い
立
ち

や
人
生
、
そ
の
人
と
の
数
年
間
に
渡

る
交
流
を
切
々
と
語
り
ま
し
た
。
場

内
の
聴
講
者
は
、
そ
の
ド
ラ
マ
テ
ィ

ッ
ク
な
話
の
展
開
に
息
を
の
ん
で
い

ま
し
た
。

企温かい口調の平岩弓枝先生

(平岩先生は、文芸界発展に貢献した実績が評
価され、今年度の文化功労者に選ばれました。)

科
学
体
験

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

っさあ

叩

月
日
日
(
月
)
午
前
日
時
、
固

定

立
大
洲
青
年
の
家
で
開
催
さ
れ
ま
し

固

た。

判明

大
洲
市
内
外
か
ら
の
親
子

2
，

甘い

5
0
0
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
「
ぐ
に

式

ゃ
ぐ
に
や
ス
ラ
イ
ム
作
ろ
う
」
や
「
化

拾

石
モ
デ
ル
作
ろ
う
」
な
ど
の
工
作
コ

M

l
ナ
ー
で
は
長
蛇
の
列
が
出
来
て
い

ま
し
た
。
「
マ
イ
ナ
ス

2
0
0
℃
の

世
界
」
で
は
、
液
体
窒
素
の
入
っ
た

容
器
に
ゴ
ム
ボ

I
ル
、
花
、
バ
ナ
ナ

な
ど
浸
し
て
凍
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

ゴ
ム
ボ
l
ル
な
ど
は
粉
々
に
壊
れ
て

い
ま
し
た
が
、

J

バ
ナ
ナ
は
凍
り
つ
き
、

釘
を
打
ち
付
け
る
ほ
ど
固
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。

特
別
公
演
「
磁
|
シ
ョ
ッ
ク
!
磁

石
の
不
思
議
な
世
界
」
で
は
、
益
田

先
生
(
ゲ
ス
ト
)
が
強
力
な
磁
石
を

使
い
、
磁
石
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
「
対
決
1

科
学
マ

ジ
ッ
ク
バ
ト
ル
!
」
で
は
海
老
崎
先

生
と
村
田
先
生
(
ゲ
ス
ト
)
の
2
人

が
笑
い
を
交
え
た
実
験
や
科
学
マ
ジ

ッ
ク
を
競
い
合
い
、
場
内
を
沸
か
せ

て
い
ま
し
た
。

企磁石って、不思議だね。

8 
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まなびピア愛媛 2004in大洲

応額おおず

今
日
は
ま
る
ご
と

大
洲
城

叩
月
ロ
日
(
火
)
、

9
月
か
ら

一

般
公
開
し
て
い
る
大
洲
城
の
復
元
の

と
き
に
出
て
き
た
出
土
遺
物
や
大
洲

城
の
歴
史
な
ど
の
理
解
を
深
め
る
た

め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
大
洲
小
学
校
の

6
年

生
を
対
象
に
大
洲
城
内
や
出
土
品
な

ど
見
学
し
た
後
、
大
洲
城
に
関
す
る

却
問
の
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

全
問
正
解
を
達
成
し
た
生
徒
も
い
ま

し
た
。午

後
は
、
一
般
を
対
象
に
市
立
博
物

館
内
で
展
示
を
し
て
い
る
絵
図
や
具
足

な
ど
の
展
示
物
の
説
明
-
大
洲
城
内
の

見
学
、
出
土
遺
物
の
解
説
会
な
ど
を
し

ま
し
た
。
県
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
歴

史
愛
好
家
が
学
芸
員
の
説
明
に
熱
心
に

士{塑!???255mz!雪空至耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

夜
は
、
市
民
会
館
中
ホ

l
ル
で
三

重
大
学
教
授
の
藤
田
達
生
先
生
が
、

「
大
洲
築
城
の
歴
史
的
意
義
」
に
つ
い

て
講
演
を
し
ま
し
た
。

1
0
0
人
を

越
え
る
聴
講
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。

と

講
演
で
は
、
脇
坂
安
治
が
洲
本
城

し

(
兵
庫
県
)
か
ら
天
守
を
移
築
し
た

暗

と
す
る
仮
説
を
、
豊
臣
勢
力
の
残
る

て

大
坂
城
を
包
囲
す
る
た
め
に
、
徳
川

れ

政
権
に
よ
り
行
わ
れ
た
大
坂
城
包
囲

引

網

の

一
貫
か
ら
で
は
な
い
か
と
説
明

服
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
は
、
建
築
学

動

的

な
視
点
か
ら
移
築
説
が
唱
え
ら
れ

苅

る
の
み
で
し
た
が
、
当
時
の
政
治
状

学

況
を
、
全
国
的
な
視
点
か
ら
考
察
し

川
た
上
で
の
政
治
的
要
因
に
よ
る
移
築

A

説
は
、
新
た
な
視
点
と
し
て
大
洲
城

の
歴
史
に
一
石
を
投
じ
た
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

..A.熱心にお話しいただいた藤田先生
17ir-J Iv~.... ず

企質問にも丁寧に答えていただきました

制
恨
の
星
空
観
察
会

印
月
ロ
日
(
火
)
午
後
7
時
、
西
大

酬
の
フ
ラ
ワ
ー
パ
l
ク
お
お
ず
で
小

学
生
の
親
子
が
、
秋
の
夜
空
に
輝
く

星
空
を
観
察
し
ま
し
た
。
無
数
に
輝

く
星
を
結
び
、
た
く
さ
ん
の
星
座
を

見
つ
け
ま
し
た
。

企 JAZZで幕を閉じました

企絵図の説明を真剣に聞く参加者

J
A
Z
Z
の
タ
ベ

印
月
日
日
(
水
)
午
後
7
時
、
赤
煉

瓦
館
2
階
で
栗
田
敬
子
ク
イ
ン
テ
ッ

ト
を
招
い
て
の
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
栗
田
敬
子
さ
ん
は
、

松
山
市
を
拠
点
に
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス

ト
と
し
て
県
内
各
地
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。今

回
の
ラ
イ
ブ
で
は
、
秋
の
夜
長

を
楽
し
も
う
と
約
叩
人
が
集
い
ま
し

た
。
「
枯
葉
」
や
「
ル
l
ト
侃
」
な
ど

聞
き
覚
え
の
あ
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ナ

ン
バ
ー
中
心
に
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

9 
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河川愛護モニター募集

EE酒盃圏EEE霊HUth圏

みんなの)1

国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
整
備
・

利
用
、
河
川
環
境
に
関
す
る
地
域

の
要
望
を
十
分
に
把
握
し
、
河
川
愛

護
思
想
の
普
及
啓
発
や
河
川
の
適
正

な
維
持
管
理
を
図
る
た
め
、
河
川
愛

護
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す。
モ
ニ
タ
ー
の
主
な
仕
事
は
、
河
川

管
理
者
(
国
土
交
通
省
大
洲
河
川
国

道
事
務
所
)
へ
情
報
を
伝
え
る
こ
と

な
ど
で
す
。
ゴ
ミ
投
棄
な
ど
の
不
法

行
為
者
に
対
し
直
接
注
意
・
指
示
し

て
是
正
を
求
め
る
な
ど
の
特
別
な
責

務
や
権
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

活
動
内
容

女
日
常
生
活
の
中
で
知
り
得
た
情
報

ア
ー
エ
を
定
期
(
月
1
回
)
ま
た

は
随
時
に
連
絡

ア
近
隣
の
方
々
か
ら
河
川
利
用

や
河
川
情
報
に
関
し
、
特
段
の

要
望
が
あ
る
場
合

イ
河
川
環
境
が
損
な
わ
れ
た
り

河
川
利
用
上
の
障
害
と
な

っ
た

り
す
る
よ
う
な
事
象

ウ
ゴ
ミ
な
ど
の
投
棄
、
河
川
の

流
水
や
施
設
な
ど
の
異
状

エ
特
に
連
絡
す
る
必
要
が
あ
る

場
合

-Rモニ
タ
ー
会
議
(
年
l
回
程
度
の

意
見
交
換
会
)
へ
の
参
加

活
動
範
囲

③
肱
川
右
岸
・
祇
園
大
橋

1
生
々
橋

③
肱
川
左
岸
・
祇
聞
大
橋

1
畑
の
前

橋
④
肱
川
右
岸
・
生
々
橋

1
富
士
橋

⑤
肱
川
左
岸
・

畑
の
前
橋

1
富
士
橋

⑥
矢
落
川
右
岸
・
生
々
橋

1
金
比
羅

橋
下
流

⑦
矢
落
川
左
岸
・
生
々
橋

1
金
比
羅

橋
下
流

※
活
動
範
囲
①
・
②
は
長
浜
町
内

応
募
資
格

河
川
愛
護
に
関
心
が
あ
り
、
活
動

範
囲
③

1
⑦
の
肱
川
よ
り
お
お
む
ね

5
M
以
内
に
住
ん
で
い
る
加
歳
以
上

の
人

委
嘱任

期
は
平
成
口
年
4
月
1
日
か
ら

1
年
間
で
、
国
土
交
通
省
大
洲
河
川

国
道
事
務
所
長
が
委
嘱
し
ま
す
。

募
集
人
員

活
動
範
囲
ご
と
に
1
入

手
当

月
額
4
、
5
8
0
円

選
考
方
法

応
募
多
数
の
場
合
は
、
地
域
活
動

経
験
を
も
と
に
、
年
齢
・
地
域
構
成

な
ど
を
考
慮
し
て
選
考
し
ま
す
。

選
考
結
果
は
応
募
者
に
通
知
し
ま

す。応
募
期
日

平
成
口
年
2
月
初
日

応
募
方
法

次
の
事
項
を
記
入
し
て
直
接
持
参

す
る
か
官
製
は
が
き
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

記
入
事
項
・
:
氏
名
/
年
齢
・
性
別

/
住
所
・
電
話
番
号
/
職
業
/

所
属
団
体

(
O
O町
内
会
役
員
、

市
民
グ
ル
ー
プ
「

O
O川
を
き

10 

れ
い
に
す
る
会
」
幹
事
な
ど
)

/
こ
れ
ま
で
に
自
治
会
な
ど
の

地
域
に
密
着
し
た
活
動
へ
の
参

加
経
験
/
希
望
す
る
活
動
範
囲

③
1
⑦
(
第
l
希
望
、
第
2
希
望
)

/
応
募
理
由
、
肱
川

へ
の
要
望

/
河
川
モ

ニ
タ
ー
経
験
の
有
無

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

干

7
9
5
1
8
5
1
2

大
洲
市
北
只
1
5
0
3

1

国
土
交
通
省
大
洲
河
川
国
道
事
務
所

河
川
管
理
課

8
@
5
1
8
5
 

阻

@
5
3
3
1
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緑の羽根の実績

応緩ああず

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
d
d
 

拶oo 

皆さんぬご協:方
ありFがと75Eございました

拶拶o 五F拶o 援五F長F長F緑の羽根募金

「緑の募金」の平成 16年度実績は次のとおりです。

1，453，390円

100，395円

1 4，309円

147，349円

~緑の募金
皆さんからの募金は、財団法人愛媛の森林基金に納入され、緑化推進運動のために役立てられています。

市では、この募金による基金からの還元金をもとに、地域の緑化活動に取り組んでいます。

~地域に苗木を配布しています
公園、街路、社会福祉施設の環境美化や整備などを行う際に、サクラやツツジなどの苗木を配布していま

す。苗木は、地区コミュニティ活動の一環として、植栽や手入れなどの維持管理をしていただくことを条件に、

希望する地区(公民館)に予算の範囲内でお届けしています。(今年度分は申込受付を終了しています。)

係

先

一一

d

A
唱

櫛

k
林

合

一一

・
』

↓中

間

島

問

γ

o 拶o 拶援拶長F長ダ

内線 228

拶

家庭募金

学校募金

街頭募金

職域募金

1，715，443円計.6. 
Eコ

..多くの皆さんから募金を頂きました
(富士山公園での街頭募金)

ft 24 -2111 

長ダ拶o 拶拶拶

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
〆
d
p
d
P
4
4
4
d
d

市立幼稚園児を

募集します
募集期間 if'~月i_l.]自体=釘目伺-

幼稚園
募集人員 問い合わせ先

4歳児 5歳児※ 電 話 場所

大洲幼稚園 35 70 24-3565 大淵'1715

喜多幼稚園 70 70 24-2266 東大洲85-1

久米幼稚園 35 35 23-2796 阿蔵甲579-1

平野幼稚園 35 35 23-2889 平野町平地28

幼稚園児童募集状況

5歳児の募集人員は、現在の在園者を含んだ人数です。

募
集
内
容

V
入
園
の
資
格

①
大
洲
市
に
住
ん
で
い
る
人

②
満
4
歳
児
(
平
成
ロ
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
日
年

4
月
1
日
生
ま

れ
)
お
よ
び
満

5
歳

児

(
平
成

日
年

4
月
2
日
か
ら
平
成
ロ
年

4
月
1
日
生
ま
れ
)

V
葬
集
人
員

幼
稚
園
児
募
集
状
況
(
上
表
)
の

と
お
り
で
す
。

V
提
出
、ガ
必
要
な
書
類

入
園
願
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

書
類
は
、
各
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
。

V
入
園
申
し
込
み

入
国
願
書
を
ロ
月
日
日
(
水
)
か
ら

ロ
月
幻
日
(
月
)
ま
で
に
、
入
園
す
る

幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 
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2∞412月号応報おおず

お知らせ

市民救急員養成講座!きい季節に

なってきました。

救え・ますか…あなたの憂する人を…
119番通報から救急車が到着するまでに平均 7~8 分かか鳳郁予防の8力条

ります。

その聞にあなたにできることが…あるんです日

@受講者は修ゴ証力一ドを発行します。

0実施日(いずれの日も、 1回のみの講習です。)

平成17年 1月16日(日)

午前 9時から正午まで

今までに普通救命講習を受講されたことがある人も大歓迎

住所・氏名・生年月日・電話番号・受講希望日を電話かFAXで

大洲消防署 FAX24-4583 

平成17年 3月13日(臼)

2124-0119 

3.行列のできる応急手当相談

平成16年12月18日(土)

平成17年 2月 6日(日)

会議室

0実施場所および時間

救急係

受講料は無料です!

1.心肺蘇生法

大洲消防署

。申込み万法

2.止血法

0講習内容

1 .うがいをしましょう: のどの粘膜の加湿が予防に役

立ちます。殺菌剤や暖かいお茶でうがいすれば、より効果

的です。外出後や寝る前に、特に行いましょう。

2.寝る前には歯を磨きましょう : 歯に挟まっている食
えんげせいはい

物のかすを取り除く事により、風邪より恐ろしい城下性肺
えん ざんさ

炎(気管支に入った食物残誼により肺炎を引き起こす)を

予防できます。

3.手を良く洗いましょう : 流水で石鹸をつけて良く洗

いましょう。トイレの後、外出後、食前、顔や口に触れる

前にも洗いましょう。

4.食後 2時間は横にならない : 食後すぐに横になると、

食道や胃に残っている食物残溢が逆流して、気管支や肺に

入り、知らぬ聞に気管支炎や肺炎になりやすい。

5.気温の差や室内の乾燥に注意しましょう・ 気温が下

がれば体の外表面温度も下がり、免疫力も低下し、湿度も

下がるので風邪をひきやすくなります。

6.人混みを避けて、マスクを着用しましょう.

期の飛沫感染をさける。

7.寝不足、過労、アルコールの過飲、運動不足などの不

摂生をしない・ 免疫力が低下します。

8.インフルエンザの予防接種(任意接種)を受けましょう:

ワクチンには明らかな予防効果があり、かかっても軽症

ですみます。

流行時

12 
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ぷ
リ
-eA、
在
宅
福
祉
事
目
指
し

τ

住
み
慣
れ
た
わ
が
家
で
暮
ら
し
続
け
た
い

皆
さ
ん
の
た
め
に
お
手
伝
い
し
ま
す

高
齢
者
や
障
害
者
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
と
い
う
理
念
が
生
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
身
近
に
あ
る
医
療
・
福

祉
・
保
健
・
行
政
な
ど
の
機
闘
が
連

携
を
保
ち
、
組
織
的
に
活
動
す
る
こ

と
で
全
て
の
人
が
同
じ
よ
う
に
生
活

す
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
す
。

八
幡
浜
・
大
洲
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
大

洲
市
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
地
域
の

中
心
機
関
と
し
て
利
用
者
や
そ
の
家

族
と
各
専
門
分
野
と
の
掛
け
橋
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

印
月
凶
日
(
木
)
、
大
測
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
在
宅
介
護
支

援
事
業
者
連
絡
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
会
は
平
成
日
年
度
に
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
日
年
刊
月
か
ら

は
大
洲
市
、
長
浜
町
、
肱
川
町
、
河

辺
村
に
あ
る
日
の
居
宅
介
護
支
援
業

者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
月
の

テ
1
マ
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
に
即
し
た
講
師
を
招
い
て
、
知
識

や
技
術
の
習
得
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
在
宅
福
祉
を
推
進
す
る

上
で
の
問
題
点
の

一
つ
と
し
て
考
え

ら
れ
る
住
宅
改
修
に
つ
い
て
八
幡

浜
・
大
洲
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
作
業
療
法
士
を
招

い
て
住
宅
改
修
で
の
注
意
す
べ
き
こ

と
に
つ
い
て
、
事
例
を
通
し
て
検
証

し
ま
し
た
。
住
宅
内
の
階
段
、
ト
イ

レ
、
風
邑
場
な
ど
段
差
が
あ
る
場
所

で
の
段
差
を
解
消
す
る
こ
と
に
よ

り
、
要
介
護
者
の
事
故
防
止
や
日
常

生
活
で
の
自
立
が
促
さ
れ
、
介
助
者

へ
の
負
担
の
軽
減
に
な
り
ま
す
。

参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
熱
心
に

メ
モ
を
と
り
な
が
ら
、
今
後
の
活
動

の
参
考
に
し
て
い
ま
し
た
。

八
幡
浜
・
大
測
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

介
護
保
険
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
の
研

修
活
動
だ
け
で
な
く
、

一
般
の
皆
さ

ん
へ
の
講
演
会
な
ど
も
開
催
し
、
よ

り
よ
い
在
宅
福
祉
を
目
指
し
て
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
大
い
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

八
幡
浜
・
大
洲
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー

宮

@
1
1
1
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2∞412月号応報おおず

お知らせ

判
環
蹟
調
和
型
社
会
の

グ
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
環
境
問
題

は
、
現
在
、
そ
し
て
将
来
的
に
我
が

国
が
直
面
す
る
課
題
と
し
て
最
も
重

要
な
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま

す
が
、
密
接
に
関
連
す
る
両
者
を
解

決
に
導
く
に
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
促
進
が
不
可
欠
で
す
。
政
府
は
、

「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
」

を
策
定
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
こ

の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
に
も

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。「
太
陽
熱
利
用
」
に
つ
い
て
は
、

平
成
辺
年
度
に
お
け
る
導
入
目
標
を

4
3
9
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
(
原
油
換

算
)
が
掲
げ
ら
れ
て
、
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
中
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て

い
ま
す
。

地
球
の
未
来
の
た
め
に

こ
の
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
国

は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
を
通
じ
て
平

成
凶
年
度
よ
り
「
住
宅
用
太
陽
熱
高

度
利
用
シ
ス
テ
ム
導
入
促
進
対
策
費

補
助
金
補
助
事
業
」
と
し
て
、
太
陽

熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
の
補
助
金
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

給湯及び冷暖房に利用するソーラーシステム(但し、財団が特に認めた太陽熱利用機器も含みます。)です。

住宅の屋槙等への設置に適した、不凍液などを強制循寵する太陽集熱器と、

集めた熱エネルギーを貯蔵する太陽蓄熱槽によって構成されます。

太陽熱高廃利用システムと隠 t-

住宅用太陽熱高度利用システムイメージ図

-・L司 U ご fl;fi，~'，tf主~Ji;~~珂匹ft-:主..孟~;ti~'l吾~~也b主主E・・

-設置システムに応じた補鵬禽が嚢It6れます。

集熱器1台あたりの補助金額※に、集熱器の使用台数を乗じて得た額となります。

※基準単価1.30円/(kJ/日)x集熱器の集熱量(kJ/(川・日))x集熱器1台あたりの集熱器総面積(川)で決まります。

なお、システム総面積(集熱器総面積に集熱器台数を乗じた面積)が6rrlの場合の補助金額は、

約10万円相当となります。(但し、集熱器の集熱量により差が生じます。)

知ってほしい、補鴎制度のしくみ

募
集
期
間

現
在

1
平
成
げ
年

2
月

幻
日
(
月
)
※
消
印
有
効

応
募
資
格

住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利

用
シ
ス
テ
ム

〈J
I
S
(
日
本
工

業
規
格
)
に
適
合
し
た
太
陽
集
熱

器
お
よ
び
太
陽
蓄
熱
槽
に
よ
り
構

成
さ
れ
、
シ
ス
テ
ム
総
面
積
日
出

未
満
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
(
た

だ
し
、
財
団
が
特
に
認
め
た
太
陽

熱
利
用
機
器
も
含
み
ま
す
。
)
〉
を

設
置
す
る
人

応
募
方
法

募
集
期
間
内
に
、
応
募

申
込
書
を
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
あ

て
に
書
留
ま
た
は
配
達
記
録
付
き

郵
便
で
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。
応
募

申
込
書
お
よ
び
詳
し
い
資
料
が
必

要
な
人
は
、
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
、
切
手

3
9
0
円
分
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
(
角

2
/
2
4
0
×

3
3
2
剛
)
を
同
封
の
上
、
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団

導
入
促
進
本
部
太
陽
熱
利
用
部

干

1
0
2
1
8
5
5
5

東
京
都

千
代
田
区
紀
尾
井
町
3
番
6
号

秀
和
紀
尾
井
町
パ

l
ク
ビ
ル
6
階

8
0
3
・
5
2
7
5
・
9
5
6
6

阻

0
3
・
5
2
7
5
・
9
3
0
1

ホ
ー
ム
ペ

l
ジ

F
2
H
)一
主
君
巧
巧
・ロ巾町・
O
円

]

同

)

¥
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応報おおず 2∞412月号

CPP作戦実施中

CPP作戦実施中
大淵警察署からのお知らせ

年末は、人・物・金の動きが活発となり、例年事件や事故が多発します。そこで警察では12月20日まで rcp 

P作戦Jを実施します。

rc p p作戦j とは

女C
女 P
女 P Pointers (ポインターズ)・・・・・・点検

という意味で、警察が民間の防犯組織と共同して銀行強盗などの犯罪を防止するために行う、「地域安全運動」

Crime (クライム)・・・・ ・・・・・・・犯罪

Prevention (フリペンション)・・・予防

のことです。

午oQ泊@
犯罪防止

庖舗・事務所などの防犯体制をかためましょう!

. 防犯体制・設備を点検して、組織と施設を強化しましょう 0

. 防犯責任者を指名して、朝礼時などに防犯指導しましょう 0

. 利用者(お客様)保護のための防犯指導を徹底しましょう。

. 事務所・庖内の不審者への声かけを徹底しましょう。

. 夜間は、庖内・事務所へ現金を残さないようにしましょう。

。夜間に一人だけの営業(単独勤務)や残業は避けましょう 0

・現金の配達時は特に危険、必ず複数の人で対応しましょう。

否油スト-7を安全に健いましまう

ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
で

あ
そ
ば
な
い

これから一段と寒くなり、石油ス卜 ブなどの暖房器具を使

うことが多くなります。石油ストーブなどは上手に使えば部屋

の中が暖かくなり大変便利なものですが、ちょっと油断すれば

生命、財産を失う器具です。使用するときは次のことに注意し、

火災を起こさないようにしましょう。

ストーブを安全に使うための 5か条

自
1 給油するときは火を完全に消してから行う。

2 灯油であることを確認し、給油後はタンクのふたがよく閉

まっているかを確認する。

3 近くに洗濯物をほさない。

4 点火したまま小さな子供を残して外出しない。

5 まわりは整理整頓をする。

14 



2∞412月号広報おおず

連載シリーズ

市有地を

* 
* 
* 

司h* * * * * * 
ノ久
7 

* * * * 

て

おおずの女性

輝、、
*シリーズ
4町

* 

売却します

回

* 
* 
4町

* 
* 
* 
* 
* 
* 
4町

* 
* 
* 
* 
* 
* 
* 

10月 22 日幽~23 日出、 「集い、語り、ともに拓こう!新たな関係(か

たち)Jをテーマに 「日本女性会議2004まつやまjが松山市の県民文

化会館などで開催され、全国47都道府県から約3，000人が集まり、大

洲市女性団体連絡協議会およびおおず女性塾からも計32名が参加し

ました。

10月22日には、内閣府男女共同参画局長 名取はにわ氏による基

調報告 rr北京女性会議から 10 年~ ~行動綱領は、どのように活か
されてきたのか~J の後、東京家政大学名誉教授 樋口恵子氏をコー

デ、イネーターにシンポジウム「気づこう・築こう、わいわいシンポj

が行われ、「男女共同参画社会の今、そして これから」をテーマに、

地元の高校生・大学生100名も参加し、 「現状、そして10年後はどの

ような社会になっているのかJなどについて活発に議論されました。

23日の分科会では、それぞれ19の会場に分かれ、課題を身近に、

自分たちに何ができるのか、実践を基

に話し合われました。午後からは、女

優で演出家の渡辺えり子氏による rw女
性と平和』わたしにできること」のテ

ーマで記念講演が行われ、大会宣言を

最後に閉会しました。来年は、福井市

で 22回目の大会が開催されます。

VOL.28 * 
* 

* 
ヲk

* 
* 
* 
* 
* 
* 
* 
* 
* 
* 
* 

* 
* 

所在地 大洲市大洲字三の丸 880番 84

地目 宅地

地 積 165.55rrl (実測)

問い合わせ先

市立大洲病院事務課庶務係

3 24 -2 1 5 1 

* 
* 
* 
* 
* 
* 

大ム白吾
=-"亘昌

一人ひと りが自立し、その個性のままに輝ける社会、多様な生

き方を認め合い支えあう社会を創ります。

誰もがいきいきと生きることのできる真の男女共同参画社会を

築きます。

そして、新たな関係(かたち)を力強く次の世代へ引き継ぎます。

* 
世町

* 
* 
* 
* 

* * 
* 
* 

大洲市企画情報課男女共同参画係

3 24 -2 1 1 1 (内線 371)

* * * * * * * * * 

* 
* 

藤
梱
先
生
位
掌
ぷ

著
書
紹
介
②

お
お
の
り
ょ
う
さ

藤
樹
が
、
弟
子
大
野
了
佐
の
た
め

し
よ
う

に
教
材
と
し
て
書
い
た
の
が
、

「捷

け
い
い
せ
ん

径
医
茎
」
で
す
。

寛
永
十
五
年
(
一
六
三
八
)
藤
樹

が
三
十

一
歳
の
と
き
で
し
た
。
漢
文

く
ん
て
ん

で
す
が
、
訓
点
が
付
い
て
い
ま
す
。

四
百
字
づ
め
の
原
稿
用
紙
に
写
せ
ば

八
百
枚
を
超
え
る
大
著
で
す
。
「
藤

樹
先
生
全
集
」
の
第
四
冊
目
に
、
す

べ
て
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
捷
径
」
と
は
、
近
道
・
早
分
り
、
「
医

筆
」
と
は
、
医
学
の
手
引
き
と
い
う

意
味
で
す
。
藤
樹
は
、

一
部
の
原
稿

が
出
来
上
が
る
と
、
そ
れ
を
了
佐
に

与
え
、
読
ん
で
説
明
を
し
、
理
解
さ

せ
て
か
ら
次
の
原
稿
を
渡
す
と
い
う

よ
う
に
し
て
、
学
習
を
進
め
て
い

っ

た
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
「
捷

径
医
茎
」
は
完
成
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
概
略
次
の
よ
う
な

も
の
で
す
。

巻
之

一
は
、
主
と
し
て
薬
に
つ
い

て
書
い
て
あ
り
ま
す
。
薬
草
の
種
類
、

薬
の
製
法
、
薬
の
効
能
、
薬
の
処
方

な
ど
で
す
。

巻
之
二
は
、
今
で
言
う
内
科
に
つ

い
て
で
す
。
病
名
で
は
な
く
、
主
と

し
て
症
状
を
あ
げ
て
、
そ
の
治
療
法

が
説
明
し
て
あ
り
ま
す
。
咳
、
熱
、

* * 世町* * * ヲh* * 世町* * 

(45) 

お
う
と

幅
吐
:
:
・
な
ど
の
症
状
が
細
か
く
類

別
さ
れ
て
治
療
法
が
の
べ
て
あ
り
ま

す。

ひ
に
ょ
う
き

巻
之
三
は
、
今
で
い
う
泌
尿
器
科

じ
び
い
ん
こ
う

ゃ
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
歯
科
等

に
つ
い
て
で
す
。
こ
こ
で
は
、
大
便

秘
、
小
便
秘
、
脱
旺
:
:
:
な
ど
の
症

状
ご
と
の
治
療
法
や
、
耳
病
、
鼻
病
、

口
病
、
目
病
等
の
治
療
に
つ
い
て
大

ま
か
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

巻
之
四
は
、
婦
人
科
と
幼
科
(
小

児
科
)
に
つ
い
て
で
す
。
藤
樹
は
こ

こ
で
、
胎
児
に
与
え
る
身
体
的
影
響

を
妊
婦
の
情
動
、
お
よ
び
、
身
体
活

動
と
食
物
摂
取
と
の
関
係
に
お
い
て

具
体
的
に
述
べ
て
い
ま
す
。
古
川
博

士
は
、
医
学
的
論
拠
に
よ
る
胎
教
諭

と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

巻
之
五
は
、
主
と
し
て
外
科
に
つ

い
て
で
す
。
皮
膚
病
や
、
性
病
に
つ

い
て
も
こ
こ
で
説
明
さ
れ
て
い
ま

が

ん

ば

い

ど

く

す
。
癌
や
梅
毒
の
こ
と
も
、
こ
の
こ

ろ
既
に
医
療
の
対
象
に
な

っ
て
い
た

よ
う
で
す
。

な
お
、

一
r
、、J
五
の
前
に
巻
之
首
が

あ
っ
て
、
目
録
や
身
体
の
部
位
の
説

明
等
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

藤
樹
に
は
「
捷
径
医
茎
」
の
他
に
、

し

よ

う

い

な

ん

し

ん

し

ん

ぼ

う

き

じ

ゅ

っ

「
小
医
南
針
」
・
「
神
方
奇
術
」
の

二

つ
の
医
書
が
あ
り
ま
す
が
、

「小
医

南
針
」
は
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。

15 
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受賞者の紹介

2∞412月号

農
林
水
産
統
計
発
展
に
貢
献

農
林
水
産
大
臣
表
彰

宇
都
宮
美
枝
子
さ
ん
(
来
宇
山
)

叫
川
小
九

j
4
d
r
A司
U
1

}
保
守
山
九
叫
す
秋

h
e
5
4
t
'
f'刊誌

T
A山
1
4
J
L
J品カ

古
川
々
A
誠
円
台
A
r
pバ
V
T
，O
児
、

z

'
p
v

、“λ
Cる
も
山

z
h
q
aiνれ

!γ
一
2
Uハ
叫
扶
'
セ
蹄
A
1

川
a
-
b
a
-
b
S
1

z
u
r
4
?
"
 

T
A
一
巳
ゐ
付
宜
曲
作

叩
月
日
日
の
「
統
計
の
日
」
に
、
農
林
水
産
省
主
催

の
記
念
式
典
が
ピ
ュ
ア
フ
ル
松
山
(
松
山
市
)
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
農
林
水
産
統
計
の
発
展
に
貢
献
し
た
県

内
の
永
年
協
力
者
お
人
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

宇
都
宮
さ
ん
は
、
農
業
経
営
統
計
調
査
農
家
と
し
て

印
年
問
、
農
業
生
産
活
動
の
た
め
に
使

っ
た
資
材
、
毎

日
の
労
働
時
間
、
生
産
物
の
販
売
価
格
な
ど
を
詳
し
く

記
録
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
農
業
経
営
の
改

善
な
ど
農
業
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
広
く
活
用

さ
れ
、
農
林
水
産
統
計
の
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

障害者生活支援事業は、大洲市から身体障害者療護施設大洲

ホームに委託された身体障害者の相談窓口です。内容としては

身体に障害をもっている人が、在宅で暮らしていくにはどうし

たらよいかなど日常生活に関する相談を受け、 一緒に考えてそ

の人にあったサービスの情報提供や手続きの代行などを行って

大洲ホーム内での相談

電話での相談(必要であれば家庭を訪問しま

す)

オズメ ッセl階広場毎月第 1水曜日

午後 1時30分~午後3時30分

アクトピア 2階広場毎月第 3金曜日

午後 1時30分~午後3時30分

.パソコン教室毎週火曜日 午後 1時30分~午後 3時30分

※身体障害者手帳を持つ人を対象にしています。

携帯電話使用などに対する

罰則が強化されました!

います。

.相談方法

11月 1日から道路交通法の一部改正により、自動車

や原動機付自転車の運転中に、携帯電話などを手で持っ

て、通話のために使用したり、メールの送受信などのた

めに画像を注視した人は、罰則の対象となります。

-出張相談

16 

通常走行の場合
道路における父

[新設]
通の危険を生じ
させた場合

大 型 車 7， 000円 1 2， 000円

立回立 通 車 6， 000円 9， 000円

自動 二 輪車 6，000円 7， 000円

原動機付自転車 5， 000円 6， 000円

基 礎 d42 数 1点 2点

大洲市障害者生活支援事業 (担当:亀田)

干 795-0046 大洲市春賀甲 1688 

包 26-1250

FAX 2 6 -1 2 1 7 

e-mail ohzuhome@ecomnet.or.jp 



大洲警察署、四国電力、 NTIが協力して、肱南地区の電柱に貼
られているヤミ金融などの違法ピラを撤去しました。作業にあたっ
た職員たちは、ヘラを使って一つ一つ丁寧に除去作業に務めていま
しだ。

17 

新米だよ

大洲市青年農業者協議会主催の収穫祭が開催されました。参加

しだ親子は、稲刈り用の鎌を片手に黄金色に実った稲を丁寧に刈

り取っていましだ。餅っきち行われ、参加者は出来立てのお餅を

頬張っていました。

台風お号の暴風雨により平野町持あ宅地区で大規模な土砂崩れ
がありました。その影響により、約100本の樹木が住宅地に向い
て倒れましだ。民家への直接の彼害はありませんでしたが、地域
住民51人が連絡所に避難し一夜を過ごしました。

• 

上須戒地区「観光いち園」が開園しました。 よ須戒保育所と五郎保育
所の児童と保護者は、すかすかしい秋晴れの下でいちほりに汗を流して
いましだ。参加者は、掘ったばかりのいちをおいしくいだだきました。

NHK制作番組「伊予路てくてく」の放送がありました。朝、昼、

タの各番組の時間帯にあわせて中継をしました。蔵川地区の案山

手やポコペン横丁などから町の様子、グル ブ活動、家族、イベ

ント情報などの紹介がされました。大洲の魅力を県内の視聴者へ

発信しました。

映画「近江聖人 中江藤樹」の撮影が大洲高校など市内各地で

行なわれました。この映画は滋賀県安曇川町が、中江藤樹の生誕

400年を記念して制作しましだ。中江藤樹役の原田龍二をはじめ

スタッフ怠ど約50人が訪れました三。
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くらしの情報

保健センタ -ft23-0310

し¥ざし叱A
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保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
:
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

O
U月
7
日
(
火
)
平
成
凶
年
7
月
生
ま
れ

(
こ
の
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

O
U月
幻
日
(
火
)
平
成
日
年
5
月
生
ま
れ

O
U
月
比
日
(
火
)
平
成
日
年
日
月
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後

1
時

1
午
後
l
時
初
分

持
参
品

母
子
健
康
手
帳

・
ア
ン
ケ
ー
ト

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

o
u月
8
日
(
水
)
平
成
時
年
2
月
生
ま
れ

受
付
時
間

午
前
9
時

1
午
前
9
時
初
分

持
参
品

母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

置旦:ヨ置よ幽三ヨ

12月12日(日)田渡クリニック (新谷)

ft 25 -3217 

米 川 医院(長浜)

ft 52一0165

12月19日日末光眼科 (若宮)

ft 24 - 1500 

12月5日(日)浦岡医院 (三の丸)

ft 24 -2024 

【
栄
養
栂
談
】
予
約
制

ou月
日
日
(
月
)

相
談
時
間

午
後
1
時

1
午
後

3
時

大
淵
保
健
所

予
約
制

【
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
】

O
毎
週
火
曜
日
午
前
日
時

1
正
午

【
難
病
医
療
相
談
】

O
第

3
火

曜

日

午

後

l
時

1
午
後

3
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第

3
金
曜
日

午
後

1
時

1
午
後

3
時

【
H
T
L
V
|
1
抗
体
陽
性
者
相
談
】

O
月

i
金
曜
日

午
前
9
時

1
午
後

4
時
叩
分

【
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第

3
木
曜
日
午
後

4
時

1
午
後

5
時

【
思
春
期
健
康
相
談
】

O
第

4
木
曜
日
午
前
印
時

1
午
後

4
時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第

3
水
曜
日

午
後

O
時
加
分

1
午
後
l
時
却
分

対
象

就
学
前
児
童

(
1
1
6
歳
)

内

容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

平田胃腸科庇門科 (若宮)

ft 24一 1200

12月26日(日) いんなみiN科目神経内科(田 口)

ft 24 -0700 

西原耳鼻咽喉科 (東大洲)

ft 23 -3366 

EZ霊・

12月23日(木)

1月 1日(土)

1月 2日(日) かわぱた産婦人科 (東大洲)

ft 23一 1103

1月3日(月) 沢井耳剖酬気管食道IH中 村)
ft 24 -2510 

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

心
の
健
康
に
つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。

皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

し
よ
う
ひ
や
っ
か

健
康
寄
席

「こ
こ
ろ
の
笑
百
科
」

え
だ
ひ
ろ
あ
つ
ま
さ

講

師

財

団

新

居

浜

病

院

枝

虞

篤

昌

先
生多

く
の
精
神
障
害
者
と
か
か
わ

っ
た

経
験
を
も
と
に
、
落
語
を
通
し
て
精
神

障
害
者
や
家
族
に
つ
い
て
、
分
か
り
ゃ

す
く
お
話
し
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
市
内
で
精
神
障
害

者
へ
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
、
グ
ル
ー

プ
を
紹
介
し
ま
す

日

時

は

月

日

日
(
水
)
午
後

1
時
叩
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ

1
ル

献
血
の
お
知
ら
せ

ロ
月
の
献
血
実
施
日
・
場
所
な
ど
に

つ
い
て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

公
⑫
0
3
1
0

曜日によって救急当番病院は
変わります。昼間・夜間の急患
など、ご相談は、その日の当番
病院まで。

市立大洲病院 (西大洲)

ft 24 -2151 

加戸病院 (若宮)

ft 24一引01

大洲記念病院(徳森)

ft 25 -2022 

大洲中央病院 (東大洲)

ft 24 -4551 

月・火曜日

日

日

金~日曜日

曜

曜

* 
木

内

凶者受
~Z4~4吋・ロ

勇三‘ . -‘" ロ
月
の
新
着
図
書

無

I

神

の

革

命

福

咽

司

有

著

ブ
ッ
ク
セ
ラ
ピ

l

二
一浦
天
紗
子
著

文

献

調

査

法

毛

利

和

弘

著

成
功
す
る
目
当
者
巾
弓

OHE
プ
レ
ゼ
ン
・
企

画

書

作

成

の

秘

訣

渡

辺

克

之

著

声
に
出
し
て
読
め
ば
日
に
日
に
若
返
る

川

の

名

言

荒

木

清

編

著

凍

の

国

前

野

徹

著

橋
田
信
介
と
い
う
生
き
方
黒
田
龍
彦
著

伊
予
河
野
氏
と
中
世
瀬
戸
内
世
界

川
西
勉
・
西
尾
和
美
著

町

長

室

日

記

逢

坂

誠

二

著

赤
ペ
ン
を
持
っ
て
「
宣
思
法
」
を
読
も
う

武
田
文
彦
著

国
破
れ
て
議
員
あ
り
河
村
た
か
し
著

攻

撃

計

画

ボ

ブ

・

ウ

ッ

れ

り

l
ド
著

自
傷

川
田
文
子
著

は
じ
め
て
の
転
職

mの
ギ
モ
ン

小
島
美
津
子
著

戦

争

と

平

和

高

遠

菜

穂

子

著

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
ど
う
老
後
の
ま
め
を

生
み
出
し
た
の
か

竹
崎

孜

著

男

の

勘

ち

が

い

斎

藤

学

著

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
デ
ビ
ュ
ー
の
す
す
め

小
野
博
明
編
著

細
野
明
義
著

ヨ
ー
グ
ル
ト
の
科
学

地
震
と
火
山
の
川
不
思
議

かっただ

神
沼
克
伊
ほ
か
著

再
受
験
生
が
見
た

・
医
学
部

6
非
嫡
の

真

実

谷

口

恭

著

可
愛
い
お
ゅ
う
ぎ
会
の
服

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

実
践
l

ワ
イ
ン
講
座
斉
藤
信
次
ほ
か
著

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
得
す
る
生
活

エ
ッ
ク
ス
ワ
ン
編
著

示

談

屋

吉

田

透

著

米
長
邦
雄
・
内
藤
園
雄
著

交
通
事
故

勝
負
師

呪 白 ダ 超 風 8 ド国グ幻債ヴ郷扶 身 M 永コ鉄音オき
わい ン恋 の月 ク税 リ覚 権イ 愁千 国も 8遠 イ とのぺみ
れ果テ愛組のト調ズ 奪 l 手で心 のン日影ラま
た実・論曲果ル査リ 還 ナ 君も 朝 ・本 ・ろ
愛一ク て長官 l スに の ト刀ギ l

ンラ 英 二逢暗ス ヤ
エィ ' 一 コ-7聞 弓

ロフ I 五 山 。
サリ ジ ルら |綾
リ ! ェ ド 50小
オ・ M 阿 l 内3 岩

フ ・吉万柳すム 立 笹 渡 高 山 海み飯 栗 高 井 幸5天措学き
フオパ本田 ス石本辺任崎隆島本嶋志固た宙f城習み
エ I I隆 美モ 勝 稜 淳 和 洋 一 夏 哲麻真ま昭誌研ま
レドル明高里り木規平一夫子郎樹 薫 夫子音i次手之究ろ
著著著著著著著著著著著著著著著著著著著著社著

ヘ
新
着
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て
J

F

新
着
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。
¥

去
る
叩
月

9
日
、
ま
な
び
ピ
ア
の
イ

ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
、
平
岩
弓
枝
さ

ん
の
記
念
講
演
会
が
市
民
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
聴
講
し
た
多
く
の
方
か

ら
、
感
動
的
な
お
話
だ

っ
た
と
の
声
を

聞
く
と
共
に
、
話
題
に
の
ぼ
っ
た
本
は

な
ん
と
い
う
書
名
な
の
か
と
の
質
問
も

受
け
ま
し
た
。
図
書
館
に
も
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
こ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
だ

読
ま
れ
て
な
い
方
は
、
今
か
ら
で
も
ぜ

ひ
ご

一
読
下
さ
い
。

〔
休
館
日
〕

毎
週
月
曜
日

・
は
月
幻
日
-

m日
i
m
日
・
-
月

1
日

1
5
日
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2∞4 12月号応綴おおず

<らしの情報

預

金

保

険

制

度

当
座
預
金
、
普
通
預
金
、
別
段
預
金
は
、

平
成
口
年

3
月
末
ま
で
全
額
保
護
さ
れ

ま
す
。

av定
期
預
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
同
様
元
本

1
千
万
円
ま
で
と
そ

の
利
息
等
が
保
護
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

を
超
え
る
部
分
は
、
破
た
ん
金
融
機

関
の
財
産
の
状
況
に
応
じ
て
支
払
わ

れ
ま
す
(
一
部
カ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
)
。

av
平
成
口
年

4
月
以
降
は
、
当
座
預
金

等
の
利
息
が

つ
か
な
い
預
金
が
全
額

保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

av
預
金
保
険
制
度
、
農
漁
協
系
統
貯
金

保
険
制
度
と
も
に
同
様
の
扱
い
が
な

さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
金
融
機
関
窓
口
ま
た
は

預
金
保
険
機
構
、
農
水
産
業
協
同
組
合

貯
金
保
険
機
構
、
財
務
局
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

松
山
財
務
事
務
所

8
0
8
9
・9
4
1
・7
1
8
5

設工業鱗1
ft 24一引61
道工事庖
ft 24 -2583 

建設(株)

包 24-3556 
屋住設
ft 24 -2541 

水道業者の

緊急漏水当番表

建

水

本

山

谷

;享

12月4日(却

各

種

検

定

試

験

-

簿

記

試
験
日

平
成
口
年
2
月
幻
日
(
日
)

受
付
期
間

平
成
げ
年

1
月
6
日
1
1
月
M
日

・
そ
ろ
ば
ん

試

験

日

平

成

口
年
2
月
日
日
(
日
)

受
付
期
間

平
成
同
年
ロ
月
6
日

ー
平
成
同
年
は
月
M
日

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
商
工
会
議
所

宮

@

4
1
1
1

交
通
事
故
の
後
遺
障
害
で
介
護
を
必
要
と

す
る
人
や
交
通
遺
児
な
ど
の
貸
付
制
度

自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、
自
動

車
事
故
に
よ
り
重
度
の
脳
損
傷
お
よ
び

脊
髄
損
傷
を
受
け
常
時
介
護
や
随
時
介

護
を
必
要
と
す
る
人
の
家
族
へ
の
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
介
護
料
を
支
給

し
て
い
ま
す
。
自
動
車
損
害
賠
償
責
任

(
共
済
)
で
次
の
後
遺
障
害
区
分
に
相
当

し
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
人
に
、
介

護
料
を
支
給
し
ま
す
。

建設株1
ft 25一5335
鉄工所
ft 25ー 0300

電工業
ft 24 -5351 
道工事庖
包 24-3656 

水道設備
ft 24 -2216 

(有)菊 地浄化構センター
ft 24一0013

央

予

7)( 

の

;甫

t家

丸

福

L、

中

イ雰

岡

(有)

(有)

松

大

12月5日(日)

12月11日(土)

12月12日(日l

12月18日比)

交
通
遺
児
な
ど
に
対
す
る
貸
付
(
無

利
子
)
も
従
来
ど
お
り
実
施
し
て
い
ま

す。O
介
護
料
支
給
概
略

常
時
介
護

自
賠
責
認
定
等
級
「
第

l
級

l
号
」
ま

た
は
「
第
1
級
2
号」

旧
自
賠
責
認
定
等
級
「
第

1
級

3
号」

ま
た
は
「
第
1
級

4
号」

随
時
介
護

自
賠
責
認
定
等
級
「
第

2
級

l
号
」
ま

た
は
「
第
2
級

2
号」

旧
自
賠
責
認
定
等
級
「
第

2
級

3
号
」

ま
た
は
「
第
2
級
4
号
」

金

額

月

額

2
9
，
2
9
0
円
1

1
3
6，
8
8
0
円

(
注
)
介
護
保
険
法
等
に
よ
る
給
付
を
受

け
た
と
き
は
、
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

O
交
通
遺
児
等
(
中
学
卒
業
ま
で
)
に

対
す
る
無
利
子
貸
付
概
略

一
時

金

は

じ

め

1
5
5
，

0
0
0
円

毎
月
額

2
0
，
0
0
0
円

小
学
校
・
中
学
校
入
学
支
度
金

4
4
，
0
0
0
円

問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策

機
構
愛
媛
支
所
業
務
課
(
松
山
市
南

備
問
所
訂

L
E
O
O
R
J
V
 

Z

2

0

 

道
一
工
一

，、
R

U

F

O

d
庁

内

正

門

L

気
密
鉄

g

-竃田内宇伺

電業社
ft 25 -2944 

々木鉄工
ft 26一0875

棚
田
庖
叩

5

4

 

q

u

A

『

設
一
道
一

A
U『

A
件

。

，

』

勾

'

』

建
公
水
密

居鉄工所
包 24-4519 
水道庖
ft 26ー 0265

保

戸

央

藤

{在

土

(有)

城

中

佐

(株)

久

12月19日間

12月23日附

12月25日(土)

12月26日(日)

江
戸
)

8
0
8
9
・9
2
5
・0
7
0
8

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す

農
林
漁
業
で
働
い
て
み
た
い
人
へ
求

人
情
報
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

求
人
情
報

全
国
の
農
林
漁
業
関
係
の

求
人
情
報

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
農
林
漁
業
の

体
験
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信
農
林
漁
業

に
関
す
る
情
報
を
定
期
的
に
メ

l
ル

で
お
届
け
し
ま
す
。
配
信
登
録
を
受

け
付
け
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
農
林
漁
業
に
就
業
す

る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
先
輩
の
声
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

zg記
者
若
者
-
白
『
『
l
』

O
ぴ
・
四
0
・
」
叉

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
(
松
山
市
本
町
)

8
0
8
9
・9
4
1
・2
9
4
0

田興産
ft 25 -2197 
道工事庖
ft 24 -2583 

州
開
拓
所
∞

q

a

q

a

 

F
h
d
n
U
 

設
一
工
一

R
J
V
R
J
v
 

q
4
q
'
ι
 

建
公
鉄
公

水道設備

ft 26一0020
屋住設
ft 24 -2541 

田

西

7)( 

t家

力日

予

;甫

山

星

西

時事)

大

(有)

吉
子

{歩

松

12月29目。，.1<)

12月30日嗣

12月31日幽

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

第

4
回
「
レ
ン
ガ
の
あ
る
風
景
」
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

ロ
月

8
日
(
水

)
i
u
月
刊
日
(
日
)

展

示

時

間

午

前
日
時

i
午
後
5
時

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

密
@
1
2
8
1

一
I
1
1

由
自
白
目
。
ー
i
I
1
E
E

一

4
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
町
並
博
も

-

印
月
末
日
を
も
っ
て
幕
を
閉
じ
ま
し

一

た
。
開
催
期
間
中
、

レ
ト
ロ

タ
ウ
ン

一

や
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

一

れ
、
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
く
れ
ま
し

-

た
。
普
段
は
通
り
過
ぎ
て
い
る
街
の

一

風
景
も
、
こ
う
し
て
見
て
み
る
と
大

一

洲
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
が
見
え
て

-

き
ま
し
た
。
そ
し
て
古
く
て
も
い
い

一

物
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
も
見
え
て

一

き
ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
も
広
が
つ

一

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
何
気
な
く

-

使
い
捨
て
す
る
物
も
た
く
さ
ん
あ
り

一

ま
す
。
物
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を

一

忘

れ

ず

に

い

た

い

で

す

ね

。

。

業
引
庖
日

つ
O

P

D

E
G
-Z三
宮

内

J

工

一

一

お
工
剖

電
包
道
怨

設
門
出
所
訂

の
L

F

D

n

u

n

U

 

建
一
工
一

E

U

P

O

 

?
-
n
Jら

元
mu
鉄
包

汲取り受付センター

原設備
ft 24 -3783 

(有)菊 地浄化槽センター
ft 24一0013

丸

7)( 

""一、昌

保

福

(有)

(有)

株)

岡

久

1月 1日比)

1月2日(日)

1月3日(月)

19 



|…っ…一 I大洲市公式ホームページ http://www.cit.ozu.ehime.jp I 

盟主」2∞4 iJZ報おおず

内
相談内容 目 時な ど 場所など 問 い 合 わ せ 先

人 権 相 談 12月15日(水)/午前10時~正午 南久米公民館
急ぐときは法務局 告 24-4155

(法務省) 12月20日間/午前10時~正午 市役所 3階会議室

人権擁護委員による 毎週月・水・金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 ft24-4155 

無 料 相 談 (休日を除く)午前9時~午後4時 人権相談室

行 政 栂 談
12月21日(火)/午前9時~正午 市役所 3階会議室

急ぐときは ft24-5072(山本)
(総務省) ft24-4294(辻)

社会保険相談 12月7日(関刈//午午前10時~午後3時30分 大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

12月21目 前10時~午後3時30分 ft089-925-5105 

不 動 産 無料相談 12月15自体)/午前9時~午後4時 宅建協会大洲支部 惰)上回喜六不動産 ft24-4452 

一般相談 毎週月・水木曜日
大洲市総合

心相配ご談と 法介(相律護談時相相間談談) 
毎時h一週火・ 曜日 受付は総合福祉センター 1階

週金曜日 福祉センター
社会福祉協議会窓口まで

時間午は-後年い末1ず年時れ始~も午を午後除前く4 10時~正
(相談室直通)

午、 時 ft23-5629 
窓口ー0313

祝日

家庭児童相談
月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分 市役所高齢福祉課 ft24-2111 内線169
祝日・年末年始を除く

人権・同和問題に 月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分 大洲隣保館 ft24-6100 
関する何でも相談 祝日・年末年始を除く 大洲福祉会館 ft25-0947 

青少年相 談室
月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分 青少年センター ft24-7830 
祝日・年末年始を除く

ふれ愛スクール相談電話
月~木曜日/午前9時~午後4時

国立大洲青年の家 ft24-1414 
祝日・年末年始を除く

案と
-、・・"，.

、ー
量火
回9同L相

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

大洲市民会館

大ホール

1月10日(月)
午後1時から
成人の日

大洲市では、成人を迎える皆さんの輝かしい未来を

祝福するため、記念式典を開催します。

案
肉
献
を
引
の
届
り
し
ま
す

市
内
に
住
所
を
有
す
る
新
成
人
の
皆
さ
ん
ヘ

ロ
月
初
旬
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

市
興
じ
い

7Lt末
甘
X

土
〈
で
す

家
族
が
市
内
に
住
ん
で
お
り
、
進
学
・
就
職

に
よ
り
市
外
に
転
出
し
て
い
る
人
も
参
加
で
き

ま
す
。

参
加
申
し
温
み
が
肱
璽
で
す

参
加
希
望
者
は
、
生
涯
学
習
課
ま
た
は
最
寄

り
の
公
民
館
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

参
加
対
象
者

昭
和
印
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
的
年

4
月

1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
大
洲
市
に
住
民
票
が

あ
る
人
ま
た
は
転
出
者
で
市
内
に
家
族
が
住
ん

で
お
り
参
加
を
希
望
す
る
人

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

8
@

2
1
1
1
(内
線
5
5
2
)

大洲市内の交通事故

10月末現在 昨年同期

件 数 237 216 

負傷者 308 275 

死 者 2 3 

き

平成16年10月29日現在

39，022人 (+24) 出生 50人 (+23)

18，653人 (+17) 死亡 28人(- 1) 

20，369人(+7) 

14，937世帯 (+11)

動

( )内は対前月比

の民市

口

数

男

女

帯

人

世

今月の納税は

固定資産税 3期

納期限は 12月 27日です
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